[t-deposit] output=depositや[t-deposit2]と同等の役割をするusrtally.fの例題

指定した領域中の付与エネルギー(MeV)をヒストリ毎に出力するusrtally.fの例題です。全ヒストリのデータの頻度分布が[t-deposit]でoutput=depositと指定したタリー結果に対応します。また，複数領域における付与エネルギーを同時に出力できるため，２領域のデータを出力すれば，[t-deposit2]の元データとなります。また，[t-deposit2]では対応できない3領域以上の付与エネルギー相関も出力することができます。したがって，放射線検出実験の生データ再現などに役立てることができます。

付与エネルギーを出力する領域数はPHITS入力ファイルの[t-userdefined]で定義するnudtvarで指定します。各領域の領域番号はudtvar(i)で指定します。サンプルインプットの場合，領域番号11, 12, 13, 14の4領域に対してヒストリ毎の付与エネルギー-出力する設定になっています。付与エネルギーの具体的な計算方法に関しては，[t-deposit]に対するユーザー定義タリーのサンプル（usrtally\t-deposit\readme-jp.docx）をご参照ください。
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